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第1章  第９回技術分科会の検討目的  

1.1  検討目的   

前回の第 8 回技術分科会(平成 25 年 8 月 12 日開催)の検討結果を踏まえ、平成 25

年 10 月より大炊田海岸に埋設護岸を設置し、平成 26 年 3 月に完成した (延長
L=1,580m)。この埋設護岸の設置により、平成 26 年 7 月末より来襲した台風 12 号及

び台風 11 号に伴う高波浪においても浜崖が後退することは防げた(図－ 1.1 参照)。

しかし、施工箇所南部の約 300m 区間において一部変状（サンドパックの損傷及び

中詰砂の流出、洗掘防止工（以下、アスファルトマットという）のめくれ、背後養浜

の流出）が生じた。この埋設護岸の変状の原因を検討するとともに、現時点での現場

の安全性を評価し、さらに今後の対応について検討する。

図－ 1.1 台風通過後の現地の状況  

多くの箇所でサンドパックが露出

・波浪は作用するものの浜崖後退
は生じていない 

・背後養浜も概ね安定 

埋設護岸施工範囲（大炊田海岸） L=1,580m 

アスファルトマットめくれ等

サンドパック損傷H26.1 撮影（サンドパック設置完了時）
②

① H26.8.12 撮影

② H26.8.12 撮影

①

埋設護岸の変状概要（8 月 10 日時点）

浜崖後退なし

L=300m 

N 
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1.2  検討項目  

(1)  現在までに確認された変状等について 

 平成 26 年 8 月 7 日午前 10 時の巡視時に大炊田海岸埋設護岸南端の下段サンド

パックの中詰材が流出していることを確認した（8 月 6 日の巡視では発見されて

いない）。

 台風 11 号通過後の 8 月 10 日に現地を確認したところ、南端部 L=300m に 3 箇所

の前方下段サンドパックの変状(中詰材流出に伴う変形，袋材の損傷)、4 箇所の上

段サンドパックの変状(中詰材流出に伴う変形，袋材の摩耗，損傷)、アスファルト

マットの損傷(めくれ等)、背後養浜の流出を確認した。

 この状況を受けて 8 月 12 日に陸上部の測量を実施し、地形変化実態を把握する

とともに、台風 11 号及びそれより前に来襲した台風 12 号に伴う外力について整

理し、変状時の状況を把握した。

(2)  推測される変状原因について 

 台風 12 号及び台風 11 号の来襲状況、地形変化実態及びサンドパック等の損傷状

況を整理・把握し、埋設護岸の変状原因を検討する。

(3)  現場の安全性の評価 

 現時点での現場において想定される危険性（サンドパック及びアスファルトマッ

ト下部の洗掘の可能性、番線の飛び出し等）について整理・把握するとともに、

利用者等の安全を確保するための対策（立ち入りの規制等）について検討する。

(4)  今後の対応について 

 応急措置は、変状の原因究明を今後実施することを踏まえ、現場保持の観点から、

陸側で行う方針とし、その具体的な配置・構造・規模等について検討する。

 さらにサンドパック、アスファルトマットの損傷に対する対応について検討する

とともに、このために必要となる詳細な調査について検討する。

図－ 1.2 埋設護岸の断面イメージ  

①

②③

②前方下段③後方下段

①上段
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第2章  第８回技術分科会における埋設護岸の検討状況  

2.1  埋設護岸の設置目的  

宮崎海岸では、第 9 回宮崎海岸侵食対策検討委員会（平成 23 年 8 月 22 日）におい

て「宮崎海岸保全の基本方針」が承認され、第 10 回宮崎海岸侵食対策検討委員会（平

成 23 年 12 月 13 日）において“宮崎海岸トライアングル及び宮崎海岸ステップアッ

プサイクルを継続しながら事業を進めること”という条件付きで、「宮崎海岸の侵食

対策」が承認された。さらに、第 12 回宮崎海岸侵食対策検討委員会（平成 25 年 9 月
18 日）において、埋設護岸に浜崖後退抑止工(サンドパック)を採用したことを受けて

一部、修正されている（次頁参照）。

埋設護岸は、この「宮崎海岸の侵食対策」のうち、機能③：浜崖頂部高の低下を防

ぐ対策であり、越波・浸水の防止に対し、自然堤防として重要な役割を果たす砂丘の

高さを確保することを目的に設置するものである（図－  2.1 参照）。

図－ 2.1 機能③：浜崖頂部高の低下を防ぐ対策の概要

イメージ図拡大 
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◆第 9 回宮崎海岸侵食対策検討委員会(平成 23 年 8 月 22 日開催)において承認された

「宮崎海岸保全の基本方針」 

◆第 10 回宮崎海岸侵食対策検討委員会(平成 23 年 12 月 13 日開催)において承認され、
第 12 回宮崎海岸侵食対策検討委員会(平成 25 年 9 月 18 日開催)に一部修正された「宮
崎海岸の侵食対策」
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2.2  第８回技術分科会における埋設護岸の検討結果  

第 8 回技術分科会(平成 25 年 8 月 12 日開催)では、委員会意見及び市民意見を踏ま

えた埋設護岸の具体的な構造の選定及び選定した構造に対する基本諸元について検

討した。主な検討結果は下記のとおりである。

①埋設護岸の構造として可能性のある 4 工法※1 を比較検討し、浜崖後

退抑止工(サンドパック)を選定した。

②浜崖後退抑止工(サンドパック)の基本諸元について、マニュアル※2に

基づいて検討し、下記の諸元とした。

・サンドパック天端高：T.P.+4.0m(サンドパック 2 段積) 

・サンドパック根入深さ：T.P.+1.0m 

・浜崖基部～サンドパック天端頂部の距離：18m 以上

・上記の勾配：1/6 

③養浜工事の初期段階である現時点では、初夏～秋にかけての高波来襲

時期にはサンドパックが露出することが想定されるため、点検・維持

管理計画を立案し、露出時等には適切に対応していく。

※ 1 比較対象工法はコンクリート工、袋詰玉石工、強化かごマット工、

浜崖後退抑止工（サンドパック）の 4 工法

※ 2 浜崖後退抑止工の性能照査・施工・管理マニュアル，平成 25 年７月

（DRAFT）

第 8 回技術分科会(平成 25 年 8 月 12 日開催)の検討結果は第 12 回委員会 (平成

25 年 9 月 18 日)において提示・了承されている。第 8 回技術分科会及び第 12 回

委員会における埋設護岸の検討に関する資料を抜粋して、以降に再掲する。
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◆第 12 回委員会(平成 25 年 9 月 18 日開催) 資料 12－Ⅰより抜粋
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◆第 12 回委員会(平成 25 年 9 月 18 日開催) 資料 12－Ⅰより抜粋

※自立構造形式として標準断面図を作成し、概算直接工事費を試算して評価した。
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◆第 12 回委員会(平成 25 年 9 月 18 日開催) 資料 12－Ⅰより抜粋

工法
宮崎海岸保全の基本方針における配慮事項との適合性

初
期
費
用

施
工
性

評
価

新たなｺﾝｸﾘｰﾄ
構造物減らす

景観 ｱｶｳﾐｶﾞﾒ
環境
連続性

維持
管理

被災時
の復旧

撤去・
再利用

コンクリート工 △ △ ○ △ ○△ △△○△△

袋詰玉石工 ○ △ △ ○ △○ ○○×○×

強化かごマット工 ○ △ △ ○ △○ ○○△○○

浜崖後退抑止工
（サンドパック）

○ ○ ○ ○ △○ ○◎◎○◎

②埋設護岸の工法選定
埋設護岸の工法選定

- 34 -

以上の比較検討結果より、宮崎海岸保全の基本方針における配慮事項に最も合致し、

初期費用及び施工性を確認した結果においても特に問題はないことから、

浜崖後退抑止工(サンドパック)を埋設護岸の工法として選定する。



9 

◆第 8 回技術分科会(平成 25 年 8 月 12 日開催) 資料 8－Ⅲより抜粋
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◆第 12 回委員会(平成 25 年 9 月 18 日開催) 資料 12－Ⅰより抜粋
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◆第 12 回委員会(平成 25 年 9 月 18 日開催) 資料 12－Ⅰより抜粋
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◆第 12 回委員会(平成 25 年 9 月 18 日開催) 資料 12－Ⅰより抜粋
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◆第 8 回技術分科会(平成 25 年 8 月 12 日開催) 参考資料 2 より抜粋

※出典：浜崖後退抑止工の性能照査・施工・管理マニュアルに加筆修正（ 加筆修正箇所）

図 埋設護岸の点検・維持管理フロー 

※出典：浜崖後退抑止工の性能照査・施工・管理マニュアル

図 埋設護岸の変状連鎖

海岸巡視の実施に合わせて、 

定期的及び高波浪前後に点検 

施工 供試体の併設 
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◆第 8 回技術分科会(平成 25 年 8 月 12 日開催) 参考資料 2 より抜粋

表 パトロール時における埋設護岸の点検概要（案） 

箇所 点検項目 点検方法 判定基準と対応

サ
ン
ド
パ
ッ
ク

基
布

摩耗の程度
・内基布の露出の有無

・サンドパック露出箇所にお

ける植物の根等によるサン

ドパックの破損 (内側から
の突き出し、外側からの根

の侵入)の有無

・目視 ・内基布の露出や、植物の根等により破損して

いた場合、カバー材による保護又は樹脂コー

ティング

・袋材の損傷が大きい場合は、袋詰め玉石や土

嚢設置等の応急措置を実施し、対策を検討し

て補修や更新等を実施

劣化の程度

損傷の程度

全
体充填度

・サンドパック天端高、法先

位置の変化

・中詰材の吸い出しによるサ

ンドパック収縮の有無

・露出時に

測量

・サンドパック積層体の計画天端高を下回った

場合、再充填又は撤去・再設置

連
結
材

摩耗の程度 ・内基布の露出の有無 ・目視 ・内基布が露出していた場合、新規連結材に交

換
劣化の程度

損傷の程度

洗掘

対策工

摩耗の程度
・洗掘対策工の露出の有無

・洗掘対策工の破損の有無

・目視 ・洗掘対策工が露出して、サンドパック前面覆

土も流失しており、サンドパックの構造に影

響を及ぼす可能性がある場合は、緊急養浜等

の処置を検討

・洗掘対策工が破損していた場合、洗掘対策工

を破損個所の上部に重複させて追加設置

劣化の程度

損傷の程度

施工端

接続部

摩耗の程度 ・施工端接続部の破損の有無 ・目視 ・施工端接続部が破損していた場合、補修又は

撤去・再設置劣化の程度

損傷の程度

養 浜

前面養浜

の侵食

・覆土流失の有無

・前面地盤低下の有無

・サンドパックの露出の有無

・目視（高波

浪後巡視）

・覆土が流失し、サンドパックが露出した場合

には、サンドパック袋材損傷を防止するため

に、できるだけ早期の追加養浜を検討

・前面地盤が低下し、洗掘対策工が露出するな

ど、サンドパックの構造に影響を及ぼす可能

性がある場合は、緊急養浜等の処置を検討

養浜天端

・必要覆土厚（0.5m以上）の
確保

・漂着物、砂面、浜崖の状況把

握

・目視（高波

浪後巡視）

・スタッフ

による測

量

・状況を記録し、覆土厚を確保できていない場

合は、重機走行禁止（作業前に必要覆土厚と

なるように盛土追加）

背後養浜

盛土

・引き波による養浜盛土変形

の有無

・目視（高波

浪後巡視）

・背後養浜盛土の表法面に侵食が見られた場合

には、変化形状及び変化量を測定

・計画時の想定よりも侵食が大きい場合には、

対処の必要性を検討

養浜盛土

端部

・隣接部で施工端処理を越え

る侵食の有無

・目視（高波

浪後巡視）

・端部又は部分的に大きく侵食が生じ、サンド

パックの構造に影響を及ぼす可能性がある場

合は、緊急養浜等の処置を検討

養浜

及び

養浜盛土

・吸い出し、空洞化 ・目視（必要

に応じて

突き刺し

点検）

・目視点検（通報を含む）から吸い出し、空洞

化の兆候が見られた場合、立ち入り禁止措置

を行い、突き刺し点検を実施

・吸出し防止材の損傷によるものであれば、新

しい吸い出し防止材を再設置


